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５つの調査は郵送で実施しました。調査期間は、①～④は平成 19 年 12 月 6 日～12 月

20 日、⑤は平成 20 年 2 月 1 日～2 月 1５日です。

① 高齢者一般調査

【高齢者一般】

※

【特定高齢者】

※ 65 歳以上の方を対象
とする「生活機能評価」
の結果、要支援・要介護
になるおそれがあると評
価された方を指します。

【高齢者一般】住民基本台帳から介護保険の認定を受けている方を

含む 65 歳以上の方から無作為に 3,000 人を抽出しました。（ただ

し、【特定高齢者】、③および④調査の該当者を除く）

〔有効回収数 2,223 有効回収率 74.1％〕

【特定高齢者(利用）】特定高齢者の認定を受けており、かつ平成 19

年４～11 月までに介護予防事業を利用した 135 人を対象としま

した。

〔有効回収数 119 有効回収率 88.1％〕

【特定高齢者(未利用)】特定高齢者の認定を受けており、かつ介護予

防事業を利用していない方から無作為に 200 人を抽出しました。

〔有効回収数 154 有効回収率 77.0％〕

②これから高齢期を迎える

方の調査

【これから高齢期一般】

【介護サービス利用者】

【これから高齢期一般】住民基本台帳から介護保険の認定を受けて

いない 55～64 歳の方から無作為に 1,000 人を抽出しました。

〔有効回収数 552 有効回収率 55.2％〕

【介護サービス利用者】介護保険の認定を受けており、かつ介護サ

ービスを利用している55～64歳の方から無作為に200人を抽出

しました。

〔有効回収数 99 有効回収率 49.5％〕

③介護サービス利用者調査 介護保険の認定を受けており、かつ介護サービスを利用している

65 歳以上の方から無作為に 3,000 人を抽出しました。（ただし、

調査①の該当者を除く。）

〔有効回収数 1,694 有効回収率 56.5％〕

④介護サービス未利用者

調査

（要介護認定者調査）

介護保険の認定を受けているが、介護サービスを利用していない

65 歳以上の方から無作為に 1,500 人を抽出しました。（ただし、

調査①の該当者を除く。）

〔有効回収数 892 有効回収率 59.5％〕

⑤介護サービス事業所調査 介護サービスを提供している区内の459事業者を対象としました。

〔有効回収数 275 有効回収率 59.9％〕

【 調査について 】

練馬区では、平成 21 年度から 23 年度を計画期間とする第４期高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画の策定に取り組んでいます。

この高齢者基礎調査は、計画策定の基礎資料とするため、区内にお住まいの

65歳以上の高齢者およびこれから高齢期を迎える55～64歳の方から生活実

態やご意見・ご要望を、また、介護サービス事業者からは事業内容や介護保険

制度に対するご意見などをお伺いしたものです。

この「練馬区高齢者基礎調査報告書 概要版」では、５種類の調査の中から主な調査結果を抜粋

して紹介しています。詳しい調査結果については「練馬区高齢者基礎調査報告書」をご覧ください。
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１ 高齢者の社会参加

高齢期を迎えた方が、経験や能力に応じた働き方を続けたり、地域活動などに参加

することは、高齢者自身の健康・生きがいづくりにつながるものです。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、25.5％が「仕事についている」という結果で

あり、前回（平成 16 年）の結果（26.0％）とほぼ同様です。

また、就労理由（今後の就労意向のある者も含む）では、「健康のため」が 27.0％

と最も高く、次いで「生きがいを得るため」（25.1％）という結果でした。

就労状況：高齢者一般（65 歳以上）

仕事についている、または今後仕事につきたい理由
（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

0 10 20 30 40
(%)

健康のため

生きがいを得るため

生活費を得るため

小遣いを得るため

持っている技術や資格を生か
すため

何もしないでいると退屈なの
で

将来への蓄え（預貯金）のた
め

その他

無回答

27.0

25.1

21.4

15.5

14.3

10.3

9.4

3.4

34.9

仕事についている

仕事についていない

無回答

25.5

71.5

3.0

n=

2,223

(%)

サンプル数 n=2,223
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地域活動への参加については、現在、町会・自治会やボランティア活動など何らか

の形で地域活動に参加しているという回答は 17.0％であり、前回（平成 16 年度）

の 15.5％を若干上回っています。

一方、現在「活動はしていない」と回答した方のうちでも、28.5％は「関心・興

味のあるテーマがあれば活動したい」、20.6％は「時間に余裕があれば活動したい」

など、64.2％が条件が満たせれば活動したいと考えています。

0 10 20 30 40
(%)

関心・興味のあるテーマがあ
れば活動したい

時間に余裕があれば活動した
い

健康状態がよくなったら活動
したい

活動する拠点となるような施
設が身近なところにあれば

紹介があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

その他

活動したくない・関心がない

無回答

28.5

20.6

15.6

15.1

10.0

8.4

2.3

18.3

17.5

サンプル数 n=1,846（「活動はしていない」と回答した方）

町会・自治会やボランティア・NPO活動への参加状況（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

ＴＯＴＡＬ n=2,223

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

町会・自治会の活動をしてい
る

老人クラブの活動をしている

ボランティア活動をしている

ＮＰＯ活動をしている

活動はしていない

無回答

7.6

5.4

6.4

1.0

83.0

0.0

活動に必要な条件やきっかけ（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

サンプル数 n=2,223

町会・自治体やボランティア

活動等をしている。17.0％

※各回答は複数回答であるため、それぞ

れの合計値ではない。

条件が満たせれ

ば活動したい。

64.2％

※各回答は複数回

答であるため、そ

れぞれの合計値

ではない。
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２ 健康の保持増進

生涯を通じた健康の保持・増進は、だれもが望むことであり、日常生活で健康づく

りに取り組む工夫や心がけが必要です。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、「ふだん健康に気をつかっている」と回答した方

（93.4％）の多くが、特に気をつかっている内容について「食事や栄養」「定期的な健

康診断」「規則正しい生活」と回答しています。また、男性では「適度な運動やスポーツ

など」「禁煙・節煙」「飲酒の量や回数」などをあげる割合が女性よりも多くみられます。

男性、女性それぞれの意識や行動に着目した健康づくりも重要なポイントであること

が分かります。

気をつかっている 気をつかっていない、意識し
ていない

無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,22393.4 5.3
1.3

（性別）

食
事
や
栄
養
に
気
を
つ
け
て
い

る 定
期
的
に
健
康
診
断
な
ど
を

受
け
て
い
る

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て

い
る

適
度
な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
る

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
、

早
め
に
医
者
に
み
て
も
ら
う

で
き
る
だ
け
外
出
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
休

養
や
気
分
転
換
を
心
が
け
て
い

る 趣
味
活
動
を
し
て
い
る

禁
煙
・
節
煙
を
心
が
け
て
い
る

飲
酒
の
量
や
回
数
に
気
を
つ
け

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

全体(n=2,077) 77.9 68.5 61.9 55.0 52.9 52.1 48.7 39.0 28.2 27.5 3.5 0.4

男性(n=821) 74.2 70.4 59.1 61.0 49.5 49.3 44.8 35.1 39.3 40.9 2.7 0.5

女性(n=1,089) 81.4 67.8 64.4 51.1 55.2 55.6 52.2 42.2 19.8 18.0 3.9 0.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

77.9

68.5

61.9

55.0
52.9 52.1

48.7

39.0

28.2 27.5

3.5
0.4

気をつかっている内容（複数回答）

：高齢者一般（65 歳以上） うち「気をつかっている」

と回答した者

サンプル数 n=2,077

ふだん健康に気をつかっているか
（高齢者一般：65 歳以上） （これから高齢期：55～64 歳）

気をつかっている 気をつかっていない、意識し
ていない

無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

55286.1 13.2
0.7
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これから高齢期を迎える方への調査（55～64 歳）では、「ふだん健康に気をつか

っている」と回答した方（86.1％）の多くが、特に気をつかっている内容について「食

事や栄養」「定期的な健康診断」「適度な運動やスポーツ」「休養や気分転換」と回答して

います。

しかし一方で、自身の生活習慣への関心については、特に男性の 50 代後半で「改

善が必要だとは思うが、容易には変えられない」状況がうかがわれます。

食
事
や
栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る

定
期
的
に
健
康
診
断
な
ど
を
受
け

て
い
る

適
度
な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
る

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
休
養

や
気
分
転
換
を
心
が
け
て
い
る

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
い
る

趣
味
活
動
を
し
て
い
る

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
、
早

め
に
医
者
に
み
て
も
ら
う

で
き
る
だ
け
外
出
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
る

禁
煙
・
節
煙
を
心
が
け
て
い
る

飲
酒
の
量
や
回
数
に
気
を
つ
け
て

い
る

そ
の
他

無
回
答

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

75.6

59.8
56.6

50.9
48.8

34.9 34.7
31.6

25.7
21.5

1.7 0.2

自身の生活習慣への関心：これから高齢期（55～64 歳）

生活習慣に
特に問題は
ない

改善が必要
だとは思う
が、変えよ
うとは思わ
ない

改善が必要
だとは思う
が、容易に
は変えられ
ない

改善が必要
だと思い具
体的に取り
組みたいと
考えている

改善が必要
だと思い、
取り組み・
行動を始め
ている

生活習慣に
ついては関
心がない

無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

男性５５～５９歳

男性６０～６４歳

女性５５～５９歳

女性６０～６４歳

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

552

106

142

127

160

30.3

24.5

31.0

28.3

36.9

3.1

5.7

5.6

0.8

1.3

36.2

50.0

33.1

35.4

31.3

13.4

10.4

15.5

18.9

10.0

14.1

6.6

12.0

15.7

18.1

1.6

1.9

2.8

0.8

1.3

1.3

0.9

0.0

0.0

1.3

全 体

サンプル数 n=475
気をつかっている内容（複数回答）

：これから高齢期（55～64 歳）うち「気をつかっている」
と回答した者
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３ ひとりぐらし高齢者世帯等の状況

高齢者の増加に伴い、ひとりぐらしや夫婦のみの世帯が増加しています。高齢者一

般調査（65 歳以上）では、ひとりぐらし世帯の割合は 16.5％と前回（平成 16 年）

の結果（15.9％）よりも増加しています。夫婦のみの世帯の割合は 40.3％で、前回

（平成 16 年）の結果（40.4％）とほぼ同じです。

単身（ひとりぐらし
）世帯

夫婦のみの世帯 その他の世帯 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,22316.5 40.3 41.5 1.8

一番近くに住む家族との距離については、高齢者一般調査（65 歳以上）では、い

ずれの世帯でも約３割が「1 時間以上」または「家族等はいない」と回答しています。

となり １０～３０分
程度

３０分～１時
間程度

１時間以上 家族等はいな
い

無回答

(%)

単身（ひとりぐらし）世帯

夫婦のみの世帯

その他の世帯

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

366

896

922

10.9

9.4

20.7

27.3

32.7

21.3

24.9

28.2

23.0

28.1

26.1

23.5

7.9

2.1

3.6

0.8

1.5

7.9

高齢者一般調査（65 歳以上）では、ひとりぐらし世帯では、不安や悩みごととし

て、「健康に自信がない」「家計のこと」「防犯・防災のこと」「住まいのこと」「世話

をしてくれる人がいない」などをあげる割合がその他の世帯よりも多くみられます。

（次ページ上段図参照）

世帯構成：高齢者一般（65 歳以上）

全 体

一番近くに住む家族との距離：高齢者一般（65 歳以上）
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ひとりぐらし世帯でなくても、同居家族が働いている、学校に行っているなど、日

中はひとりで過ごしているという方もいます。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、「その他の世帯」のうち 25.6％は、日中の自

宅では「自分ひとりのことが多い」、「いつも自分ひとりである」と回答しています。

0 10 20 30 40 50
(%)

健康に自信がない

物忘れがひどくなった

家計のこと

防犯・防災のこと

住まいのこと

世話をしてくれる人がいない

親しい友人がいない

近所の人たちと交流がない・
うまくいっていない

その他

特にない

無回答

19.9

12.8

13.9

15.8

15.8

16.7

6.3

4.9

3.8

29.8

13.4

15.5

11.9

9.9

8.6

9.1

3.3

4.8

3.3

1.0

43.8

14.4

不安や悩みごと（複数回答）

：高齢者一般（65 歳以上）

日中の在宅での状況：高齢者一般（65 歳以上）

自分ひとりのことが多い

いつも自分ひとりである
単身（ひとりぐらし）世帯 n=366
その他の世帯(※) n=922

いつも誰かが
いる

誰かがいるこ
とが多い

自分ひとりの
ことが多い

いつも自分ひ
とりである

無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

単身（ひとりぐらし）世帯

夫婦のみの世帯

その他の世帯

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

2,223

366

896

922

37.9

2.5

48.3

42.0

27.9

4.6

35.6

30.4

18.7

27.6

12.7

20.9

12.9

62.6

1.6

4.7

2.6

2.7

1.8

2.1

全 体

※その他の世帯は、夫婦のみ
世帯を除く
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４ 高齢期の住まい

高齢者が、住み慣れた地域で豊かにいきいきとした生活をおくるためには、安全で

安心な住まいが必要です。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、約７割の方が一戸建ての持ち家に住んでいる

と回答しています。また、現在一戸建ての持ち家に住んでいると回答した方のうち、

約７割の方は、「この先住み替えは考えていない」と回答しています。

一戸建て
持ち家（
自己所有
のビルを
含む）

分譲マン
ション（
集合住宅
）

民間の賃
貸アパー
ト・マン
ション

都営住宅
・区営住
宅

ＵＲ賃貸
住宅・公
社賃貸住
宅

社宅・官
舎・寮

その他 無回答 (%)

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

2,22368.2 9.3 8.1 7.2 3.8

0.3 1.9

1.2

この先住み替
えは考えてい
ない

３０㎡以上（
二間８畳、６
畳以上）

２５㎡以上（
二間６畳、４
畳以上）

家賃が安けれ
ば狭くともよ
い（一間７畳
以下）

２０㎡以上（
一間８畳以上
）

無回答

(%)

一戸建て持ち家（自己所有の
ビルを含む）

ｻﾝﾌﾟﾙ数

1,51567.9 14.3 6.1
0.6

2.4
8.8

住居の状況：高齢者一般（65 歳以上）

全 体

住み替えを考えたとき必要な広さ：高齢者一般（65 歳以上）
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高齢期には、ちょっとした転倒やつまづきが、関節痛、腰痛あるいは骨折等につな

がる可能性が高いことから、居住空間のバリアフリー化が大切です。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、一戸建て持ち家に住んでいると回答した方に

比べ、民間の賃貸アパート・マンションに住んでいると回答した方は、住みやすくす

るための工夫をしている方の割合が少ない状況です。

一戸建て持ち家（自己所有のビルを含む） n=1,515
民間の賃貸アパート・マンショ ン n=181

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

寝室とトイレが同じ階にある

手すりがついている

浴槽がまたぎやすい高さである

台所・洗面台を使いやすくしてい
る

扉など引き戸にしているところが
ある

段差をなくしているところがある

脱衣場やトイレに暖房が設置さ
れている

滑り止めをしているところがある

その他

特に工夫はしていない

無回答

70.6

54.8

48.9

34.3

27.2

23.5

25.9

13.6

1.2

10.3

0.9

53.0

18.2

17.1

14.9

9.4

5.0

2.8

1.7

1.7

28.2

5.5

住まいの工夫（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）
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５ 在宅での医療・看護・介護

高齢者一般調査（65 歳以上）では、自分自身が日常生活をおくる上で介護が必要

となった場合に、約６割の方が、自宅での生活を希望すると回答しています。

介護サービス利用者調査（65 歳以上）では、要介護５の重度な高齢者では、約６

割の方が往診を受けており、在宅で介護サービス、医療サービス双方を利用している

状況がうかがわれます。

自身の希望する介護：高齢者一般（65 歳以上）

0 10 20 30 40 50 60
(%)

自宅で介護保険のサービスを
利用しながら暮らしたい

特別養護老人ホームなどの介
護保険施設に入所したい

介護してくれる病院に入院し
たい

自宅でサービスを利用しない
で家族介護を中心にしたい

有料老人ホームに入居したい

その他

わからない

無回答

51.8

11.6

9.0

5.6

4.1

0.8

12.5

4.6

サンプル数 n=2,223

この２つの回答を合わせて

57.4%（約 6割）は自宅での

生活を希望

0 10 20 30 40 50 60
(%)

往診を受けている

6.1

11.5

17.1

31.0

57.9

往診を受けている割合：介護サービス利用者（65 歳以上）

（％）

要介護１（n=311）

要介護２（n=443）

要介護３（n=357）

要介護４（n=239）

要介護５（n=121）
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一方、介護サービス事業所調査では、要介護者が在宅生活を継続するための条件と

して、「介護者の身体的負担の軽減」（72.4％）に次いで約６割の事業所が「往診可

能なかかりつけ医の存在」と回答しています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

介護者の身体的負担軽減

往診可能なかかりつけ医の存
在

利用者本人の自立生活志向を
高める支援

地域保健福祉関係機関や人材
等の地域資源との連携

現行のサービス供給量の拡大

専門的なサービスの開発と提
供

その他

無回答

72.4

58.2

52.0

50.2

40.0

38.5

7.3

4.4

要介護者が在宅生活を継続するための条件（複数回答）：介護サービス事業所

サンプル数 n=275（事業所）
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６ 地域包括ケアシステム（地域包括支援センター）

平成 18 年度に創設された地域包括支援センターは、高齢者の心身の状態を判断し

て、介護予防サービスなどのケアプランを作成したり、高齢者やその家族に対する相

談、高齢者の虐待防止等の権利擁護などを行う地域介護の中核拠点です。練馬区では、

練馬・光が丘・石神井・大泉の４つの福祉事務所に設置しています。また、各地域包

括支援センターの支所を 19 か所設置しています。

しかし、今回の高齢者一般調査（65 歳以上）、これから高齢期を迎える方への調査

（55～64 歳）では、地域包括支援センターを「知らない」という回答がそれぞれ

57.8％、76.4％と、現時点では十分には認知されていない状況にあります。

現在利用してい
る

利用したことが
ある

名前は知ってい
るが、利用した
ことはない

知らない 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,2234.3

3.3

29.7 57.8 4.9

現在利用してい
る

利用したことが
ある

名前は知ってい
るが、利用した
ことはない

知らない 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

552

1.8

1.4

17.4 76.4 2.9

地域包括支援センター認知状況

これから高齢期を迎える方（55～64 歳）

高齢者一般（65 歳以上）
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0 10 20 30 40 50
(%)

家族・親族

ケアマネジャー

医師・医療機関

在宅サービスを行うホームヘ
ルパー・訪問看護師など

近所の人

地域包括支援センター支所の
相談員

地域包括支援センター（総合
福祉事務所）のスタッフ

民生委員

ボランティア

社会福祉協議会

その他

どこにも（誰にも）相談して
いない

無回答

47.1

46.1

16.7

11.4

5.0

2.3

2.2

0.4

0.3

0.3

6.6

13.1

11.4

地域包括支援センターが取組んでいる、高齢者の権利擁護事業では、虐待防止が重

要なテーマのひとつです。

高齢者虐待には、身体的、心理的、性的、経済的な虐待のほかに、介護・世話の放

棄や放任も含まれます。虐待問題の難しいところは、介護者が介護により心身ともに

疲労し、追い詰められていることが少なくないことです。

介護サービス利用者調査（65 歳以上）では、介護をしているとき高齢者にあたって

しまうことが、「よくある」「ときどきある」との回答が 45.5％ありました。

また、介護をしていてつらいときの相談先は、「家族・親族」「ケアマネジャー」が

約５割である一方、「どこにも（誰にも）相談していない」は 13.1％でした。

よくある ときどきあるあまりない まったくないわからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

1,1719.7 35.8 25.0 12.5 3.1 13.9

介護をしているとき高齢者にあたってしまうこと：介護サービス利用者の介護者

介護をしていてつらい時の相談先（複数回答）

：介護サービス利用者の介護者

サンプル数 n=1,171

全 体
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７ 介護予防

高齢者ができるかぎり介護を必要とせずに、自立した生活を送れるよう、日ごろか

ら介護予防に取り組むことが必要です。

介護予防への取り組み方をみると、特定高齢者（２ページ参照）の介護予防サービ

ス利用者では、「意識して取り組んでいる」が 66.4％であるのに対し、高齢者一般（65

歳以上）では 41.1％、これから高齢期を迎える方（55 歳～64 歳）では 21.2％と、

介護予防の重要性への理解は、十分に浸透していない状況です。

介護予防への取り組み方：特定高齢者（介護予防サービス利用者）

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

66.4

2.5

0.0

10.1

16.8

0.8

0.0

3.4

サンプル数 n=119
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0 10 20 30 40 50
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

41.1

7.2

7.2

13.7

18.0

1.9

5.0

6.0

介護予防への取り組み方

サンプル数 n=2,223

高齢者一般（65歳以上）

これから高齢期を迎える方（55 歳～64 歳）

0 10 20 30 40 50
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

21.2

7.2

19.7

17.4

23.9

2.0

5.6

2.9

サンプル数 n=552
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８ 認知症高齢者の状況

認知症高齢者の介護は、介護者への精神的負担が大きく、要介護者のみならず介護

者への支援が重要となります。

認知症高齢者の介護者が、在宅介護で困ったり、負担に感じていることは介護サー

ビス利用者調査（認知症の方）では、「日中、家を空けるのを不安に感じる」が 59.5％、

「精神的なストレスがたまっている」が 57.3％みられるほか、「本人の言動が理解で

きないことがある」が 44.0％、「本人に正確な症状を伝えるのが難しい」が 30.2％

と、介護者が要介護者とのコミュニケーションを図ることに困難を感じる割合が高く

なっています。

サンプル数 n=427

在宅介護で困ったり、負担に感じていること

（複数回答）

：介護サービス利用者（認知症の方）の介護者

0 10 20 30 40 50 60
(%)

日中、家を空けるのを不安に
感じる

精神的なストレスがたまって
いる

本人の言動が理解できないこ
とがある

自分の自由になる時間が持て
ない

自分の用事・都合をすませる
ことができない

本人に正確な症状を伝えるの
が難しい

身体的につらい（腰痛や肩こ
りなど）

先々のことを考える余裕がな
い

睡眠時間が不規則になり、健
康状態がおもわしくない

来客にも気を遣う

経済的につらいと感じたとき
がある

家の構造が介護をするのに適
していない

家族や親族に介護を協力して
もらえない

適切な対応や介護方法がわか
らない

介護を家族等他の人に任せて
よいか、悩むことがある

本人に受診を勧めても同意し
てもらえない

誰に、何を、どのように相談
すればよいか、わからない

サービスを利用したら本人の
状態が悪化した

その他

特に困っていることはない

無回答

59.5

57.3

44.0

43.2

36.4

30.2

29.6

25.8

22.0

19.0

16.3

14.9

14.4

9.0

9.0

7.9

7.6

6.0

2.7

4.3

9.0

※ ここにあげた認知症高齢者とは、介護サービス利用者
調査において、現在ある病気として認知症と回答した
427 名である。
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認知症高齢者は健康状態や生活の様子などをきめ細かく見守る必要があります。介護

サービス利用者調査（認知症の方）では、「ふだんの生活で必要な見守り」について、「簡

単な健康状態のチェックを受ける」が39.8％、「定期的に訪問してもらう（２～３日に

１回程度）」が28.1％となっています。

ふだんの生活で必要な見守り（複数回答）：介護サービス利用者（認知症の方）

サンプル数 n=427

0 10 20 30 40 50
(%)

簡単な健康状態のチェックを
受ける

定期的に訪問してもらう（２
～３日に１回程度）

食事内容や栄養バランスのア
ドバイスを受ける

定期的に電話をもらう（安否
の確認など）

回覧物や郵便物などのチェッ
クをしてもらう

金銭などの貴重品の管理状況
の確認をしてもらう

その他

無回答

39.8

28.1

17.8

11.2

11.2

11.5

7.5

33.5
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９ 介護人材の確保

介護保険サービス事業所調査では、事業運営上の課題として、「介護報酬が低い」

（59.6％）のほか、「スタッフの確保」（47.3％）、「スタッフの人材育成」（32.4％）、

「設備・スタッフ等が不足し量的にニーズに応えられない」（29.5％）など人材確保

に関する課題が多くあげられています。

0 10 20 30 40 50 60
(%)

介護報酬が低い

スタッフの確保

スタッフの人材育成

設備・スタッフ等が不足し量
的にニーズに応えられない

責任者など中堅人材の確保・
育成

医療機関との連携

新規利用者の獲得が困難

利用者等が介護保険制度等を
よく理解していない

スタッフが短期間で離職して
しまう

入居者の認知症が重度化した
場合の対応

利用者１人あたりの利用量が
少ない

他職種との連携

他のサービス事業者との連携

訪問や送迎が非効率（エリア
が広い等）

他のサービス事業者との競合
が激しい

利用者の身体状況の把握が難
しい

利用者からの苦情や事故への
対応

その他

特に課題はない

無回答

59.6

47.3

32.4

29.5

23.3

22.5

20.7

16.0

15.3

11.3

8.7

8.7

8.7

6.2

5.5

4.0

2.9

4.4

0.7

1.5

事業所を運営する上での課題（複数回答）：介護サービス事業者

サンプル数 n=275（事業所）
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